
 

                              

          
 
 

 
                    

牛 

牛
久
沼
東
岸
へ
流
入
す
る
根
古
屋
川
上
流
地
区
の
谷
津

田
を
中
心
に
生
息
す
る
「
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
」
の
保
全
活
動
二

年
次
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

 

活
動
の
主
役
は
、
向
台
小
学
校
五
年
生
の
子
ど
も
達
だ
。

昨
年
、
先
輩
五
年
生
の
活
動
に
刺
激
さ
れ
て
き
た
子
ど
も

達
は
と
て
も
意
欲
的
だ
。 

 

五
月
一
日
に
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
生
息
環
境
や
生
態
に
つ

い
て
学
習
し
、
五
月
七
日
に
は
田
植
え
を
体
験
し
た
。「
田

ん
ぼ
の
中
に
は
幼
虫
が
い
る
」
と
い
う
意
識
で
の
田
植
え
は
、

保
全
活
動
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
は
意
義
の
深
い
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
田
ん
ぼ
の
周
辺
の
環
境
を
身
近
に
観
察
す
る

こ
と
か
ら
、
極
相
林
で
あ
る
斜
面
林
か
ら
の
自
然
水
で
あ

る
湧
き
水
の
存
在
に
気
づ
い
た
こ
と
も
大
き
な
収
穫
で
あ

っ
た
。 

 

素
足
で
の
田
植
え
体
験
は
初
め
て
と
い
う
子
ど
も
達
に

は
、
多
く
の
生
き
も
の
と
の
出
会
い
の
場
で
も
あ
っ
た
。
ア

メ
ン
ボ
ウ
・
ミ
ズ
ス
マ
シ
・
タ
イ
コ
ウ
チ
・
ア
メ
リ
カ
ザ
リ

ガ
ニ
・
サ
ワ
ガ
ニ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル
・
マ
ル
タ

ニ
シ
・
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
・
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
等
々
。 

 

こ
れ
ら
の
体
験
は
、
今
後
継
続
さ
れ
る
保
全
活
動
を
支

え
る
大
き
な
力
に
な

る
だ
ろ
う
。 

 

私
た
ち
出
前
講
座

と
し
て
も
、
子
ど
も

達
と
夢
を
共
有
し
な

が
ら
、
メ
ン
バ
ー
一

丸
と
な
っ
て
出
来
る

限
り
の
支
援
を
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。 

  
 

 

 

自
然
観
察
出
前
講
座 

石
神 

良
三 

ひ
っ
そ
り
と 

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
「ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
」 

保
全
活
動
二
年
次
が
ス
タ
ー
ト 

夏にはヘイケボタルが飛び、秋には収穫と楽しみ満載の田んぼです。 
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桜
・
山
吹
・
藤
・
つ
つ
じ
の
花
が
咲
き
終
わ
っ
た
今
、
今

度
は
花
菖
蒲
が
、
私
た
ち
の
出
番
と
ば
か
り
若
芽
が
勢
い

よ
く
伸
び
は
じ
め
、
一
部
つ
ぼ
み
も
つ
い
て
き
ま
し
た
。
池

の
ス
イ
レ
ン
の
花
も
咲
き
始
め
て
い
ま
す
。
周
り
の
田
ん
ぼ

も
田
植
え
が
終
わ
り
水
と
み
ど
り
の
一
面
、
ま
こ
と
に
ア

ヤ
メ
園
は
豊
富
な
水
と
自
然
に
囲
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
環

境
で
す
。 

カ
エ
ル
・
エ
ビ
ガ
二
・
ド
ジ
ョ
ウ
た
ち
も
活
動
を
は
じ
め
、

メ
ダ
カ
も
引
き
込
ん
だ
水
の
流
れ
に
勢
い
よ
く
さ
か
の
ぼ

り
陽
気
の
よ
い
日
は
初
夏
の
田
園
風
景
で
す
。
し
か
し
、
雑

草
も
負
け

る
こ
と
な

く
花
菖
蒲

以
上
に
成

長
が
早
く
、

私
た
ち
作

業
す
る
も

の
に
は
こ
れ

か
ら
が
競

争
の
毎
日

に
な
り
ま

す
。 

 

先
日
の

作
業
で
は

三
十
セ
ン
チ
も
あ
る
「
ウ
シ
ガ
エ
ル
」
が
畝
の
間
か
ら
飛
び

出
し
、
私
た
ち
に
威
嚇
す
る
し
ぐ
さ
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

た
だ
こ
れ
か
ら
陽
気
が
よ
く
な
る
に
従
っ
て
人
出
も
多

く
な
り
ま
す
が
、
特
に
月
曜
日
の
朝
は
一
部
の
心
無
い
人

た
ち
に
よ
っ
て
、
汚
さ
れ
た
ア
ヤ
メ
園
を
目
に
し
ま
す
。 

 

お
び
た
だ
し
い
花
火
の
残
骸
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
残
り
物

を
花
菖
蒲
の
畝
の
間
に
捨
て
る
人
た
ち
。
私
た
ち
は
最
初

に
そ
れ
ら
を
片
付
け
、
当
日
に
訪
れ
る
人
た
ち
が
気
持
ち

よ
く
園
内
を
散
策
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

 

昨
年
、
約
千
㎡
の
田
ん
ぼ
が
拡
大
さ
れ
、
株
分
け
後
今

年
は
じ
め
て
花
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
広
々
と
し

た
素
晴
ら
し
い
ア
ヤ
メ
園
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
汗
を
流
し

て
き
ま
し
た
。 

 

今
、
メ
ン
バ
ー
は
十
四
人
が
ほ
と
ん
ど
休
む
こ
と
な
く

活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
隣
の
つ
く
ば
市
（
茎
崎
）
か

ら
も
新
し
く
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り
牛
久
市
の
ア
ヤ
メ
園
の

た
め
力
を
注
い
で
く
れ
て
い
ま
す
。 

 

作
業
の
中
に
は
、
ま
だ
試
行
錯
誤
の
部
分
が
あ
り
反
省

す
る
こ
と
も
多
く
、
少
し
ず
つ
学
び
取
り
毎
年
よ
り
立
派

な
ア
ヤ
メ
園
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
今
日
も
作
業
を
続
け

て
い
ま
す
。 

 

六
月
に
は
昨
年
以
上
に
立
派
な
多
く
の
花
を
つ
け
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

 

広
報
紙
『
さ
と
や
ま
』
の
愛
読
の
方
、
今
年
も
是
非
友

達
を
誘
っ
て
ア
ヤ
メ
園
に
き
て
く
だ
さ
い
。 

 

き
っ
と
、
こ
こ
ろ
が
和
み
ま
す
。 

  
 

ア
ヤ
メ
事
業
報
告 佐

藤 

輝
雄 

 

スコップの上で威嚇ポーズ 08.5.19 
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巨
木
・
古
木
・
希
少
木
リ
サ
ー
チ
事
業 

三
年
目
の
活
動 

本
事
業
は
う
し
く
里
山
の
会
と
牛
久
市
と
の
協
働
事 

業
と
し
て
三
年
計
画
で
、
平
成
十
八
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
樹
木
調
査
の
部
分
は
本
年
度
が
最
終
年
に
な

り
ま
す
。
昨
年
度
は
社
寺
境
内
の
樹
木
調
査
と
街
路
樹
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
三
月
下
旬
三
日
間
、
資

料
・
写
真
展
お
よ
び
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
報
告
会
を
開
き
、

市
民
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
来
場
者
が
百
十
三
名
に
及

び
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
年
度
は
四
月
六
日
（
日
）
全
員
打
合
せ
会
を
開
き
、 

活
動
計
画
そ
の
他
に
つ
い
て
協
議
し
、
活
動
内
容
・
日
程

な
ど
を
具
体
化
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
度
は
個
人
の
敷

地
を
中
心
に
校
庭
・

公
園
な
ど
に
生
育
す

る
樹
木
の
調
査
お
よ

び
街
路
樹
に
係
る
活

動
を
進
め
ま
す
。 

 

樹
木
調
査
の
調
査

木
は
昨
年
十
月
か
ら

選
定
に
着
手
し
、
最

終
的
に
所
有
者
・
管

理
者
が
明
確
な
五
十

七
本
に
絞
り
ま
し
た
。

そ
の
内
訳
は
巨
木
十

種
二
十
五
本
、
古
木
十
四
種
十
六
本
、
希
少
木
十
二
種
十

六
本
で
す
。
旧
家
の
屋
敷
の
も
の
が
多
く
、
珍
し
い
樹
種
が

幾
つ
か
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、

巨
木
で
は
ケ
ヤ
キ
の
十
五
本
を
筆
頭
に
サ
イ
カ
チ
・
ヒ
マ
ラ

ヤ
ス
ギ
、
古
木
で
は
オ
ニ
グ
ル
ミ
・
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
・
ナ
ツ

グ
ミ
・
ヒ
イ
ラ
ギ
・
マ
テ
バ
シ
イ
・
マ
ル
バ
ア
キ
グ
ミ
・
メ

タ
セ
コ
イ
ア
・
モ
ク
レ
ン
、
希
少
木
で
は
タ
ブ
ノ
キ
・
テ
ー

ダ
マ
ツ
・
ニ
ッ
ケ
イ
・
モ
ミ
ジ
バ
ス
ズ
カ
ケ
ノ
キ
・
サ
カ
キ
・

ダ
イ
オ
ウ
シ
ョ
ウ
・
タ
ラ
ヨ
ウ
・
ハ
ゼ
ノ
キ
・
ハ
ン
カ
チ
ノ

キ
・
ユ
ウ
カ
リ
ノ
キ
が
あ
り
ま
す
。 

街
路
樹
関
係
の
活
動
は
昨
年
度
、
市
所
管
の
街
路
樹
に

樹
種
名
の
プ
レ
ー
ト
を
取
付
け
る
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
七
十
四
路
線
に
つ
い
て
、
延
べ
五
千
七
百
四
十
五
本

の
街
路
樹
を
対
象
に
樹
種
名
・
本
数
・
幹
周
を
測
定
し
、

全
部
で
二
十
五
樹
種
に
及
ぶ
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
こ
れ
ら
の
結
果
に
基
づ
い
て
二
百
六
十
五
本
の

街
路
樹
プ
レ
ー
ト
作
成
と
そ
の
取
り
付
け
予
算
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
活
動
内
容
は
前
年
度
と
異
な
り

実
践
的
に
な
り
ま
す
。
具
体
的
活
動
は
市
の
予
算
執
行
方

針
が
確
定
し
て
か
ら
、
適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
昨
年
九
月
か
ら
開
始
し
た
「
広
報
う
し
く
」

紙
上
の
〈
わ
が
街
の
木
〉
の
連
載
記
事
は
継
続
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

以
上
の
よ
う
に
街
路
樹
に
係
る
活
動
が
実
践
的
な
も
の

に
な
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
計
測
班
の
下
に
置
い
た
「
街
路

樹
グ
ル
ー
プ
」
を
「
街
路
樹
班
」
と
し
て
独
立
さ
せ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
推
進
態
勢
は
研
修
グ
ル
ー
プ
を
含
む
総

務
、
巨
木
班
、
街
路
樹
班
と
な
り
ま
し
た
。
活
動
日
程
は

こ
れ
ま
で
の
進
め
方
を
踏
襲
し
、
計
測
・
写
真
撮
影
・
研

修
活
動
を
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
当
初
計
画
で
は
三
年
目
の
今
年
度
は
旧
牛
久
城

跡
林
お
よ
び
牛
久
沼
斜
面
林
の
樹
木
を
含
む
植
物
相
の
調

査
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
上
記
の
活
動
で
手
い
っ
ぱ
い

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
取
組
み
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
活
動
参
加
者
や
関
係
者
と
協
議
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
延
長
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た

三
年
間
の

総
括
と
し
て

調
査
成
績

の
刊
行
物

作
成
を
目

指
し
て
き

ま
し
た
の
で

年
度
内
に
、

市
の
ご
指

導
の
も
と
に

編
集
委
員

会
を
立
ち

上
げ
、
準
備
作
業
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

活
動
に
当
た
り
牛
久
市
建
設
部
緑
化
推
進
課
に
よ
る

調
査
樹
木
所
有
者
に
対
す
る
協
力
依
頼
や
予
算
的
支
援

な
ど
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
引
続
き
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

 

巨
木
リ
サ
ー
チ
事
業
報
告 

渡
辺 

泰 

 

活動計画等の打合せ 08.4.6 

定期活動時の記念撮影 08.4.26 
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牛
久
自
然
観
察
の
森 

ホ
タ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

 
 

 

今
年
も
自
然
観
察
の
森
園
内
で
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
舞
う

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
一
般
向
け
鑑
賞
会
を
三
日

間
、
年
度
会
員
制
行
事
「
し
ぜ
ん
っ
こ
く
ら
ぶ
」
向
け
鑑

賞
会
を
一
回
、
同
じ
く
年
度
会
員
制
行
事
「
自
然
な
ん
で

も
探
検
隊
」
向
け
鑑
賞
会
を
一
回
の
合
計
五
日
間
鑑
賞
会

を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
内
、
参
加
者
人
数
の
多
い
一
般
向
け
鑑
賞
会

の
二
日
間
に
関
し
て
、
当
日
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
い

た
し
ま
す
。
内
容
は
、
駐
車
場
の
誘
導
や
受
付
、
鑑
賞
会

会
場
で
の
解
説
、
安
全
管
理
等
で
す
。
事
前
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
会
の
日
時
、
鑑
賞
会
当
日
の
日
時
は
下
記
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会 

 

六
月
十
一
日
水
曜
日 

午
後
七
時～

九
時 

 

一
般
向
け
鑑
賞
会 

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
合
は
午
後
六
時
三
〇
分
） 

 
 

 

六
月
十
四
日
（
土
）
午
後
七
時
三
〇
分～

八
時
三
〇
分 

 

 

六
月
二
十
一
日
（
土
）
午
後
七
時
三
〇
分～

八
時
三
〇
分 

※ 

鑑
賞
会
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
に
は
研

修
会
へ
の
参
加
が
必
須
で
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
二
日
間
の
う
ち
一
日
で
も
可
能
で
す
。 

☆ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
込
み
は
六
月
十
日
火
曜
日
ま
で

電
話
受
付 

 

牛
久
自
然
観
察
の
森029-874-6600

（
担
当
／
渡
邊
） 

     

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ 
 
 

六
月
は
十
四
日
（
第
二
土
曜
日
）
と
十
五
日
（
第
三
日

曜
日
）
の
実
施
と
な
り
ま
す
。
元
気
な
森
づ
く
り
を
行
い

ま
し
ょ
う
！ 

六
月
十
四
日(

土)

午
後
一
時～

三
時
三
〇
分 

六
月
十
五
日(

日)

午
後
一
時～

三
時
三
〇
分 

集
合
場
所
・
時
間
↓
い
ず
れ
も
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
１
階
倉
庫
前
・
予
約
不
要
（
雨
天
中

止
／
強
風
時
も
中
止
） 

持
ち
物
↓
長
靴
、
軍
手
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、

飲
み
物 

（
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
） 

※
各
種
の
暑
さ
対
策
グ
ッ
ズ
を
持
参
す
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

※
刈
払
い
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
使
用
は
資
格

所
有
者
に
限
り
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先
）
会
事
務
局 

（029-874-6600

担
当
／
斉
藤
） 

    

   

活

動

日
・
四
月
二
十
六
日 

九
時
〜
十
一
時 

 

参

加

者
・
九
名 

（
会
員
三
、
一
般
六
） 

活
動
内
容
・
除
草 

三
十
分
程
遅
れ
て
、
二
人
の
子
ど
も
さ
ん
連
れ
の
一
家

が
加
わ
り
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
空
気
に
な
り
ま
し
た
。 

雑
草
は
ま
だ
幼
く
、
ヨ
モ
ギ
・
ヒ
シ
バ
ミ
・
ド
ク
ダ
ミ
が

殆
ど
で
、
根
の
張
り
は
強
く
も
な
っ
て
い
な
い
。
二
人
の
子

ど
も
は
、
お
母
さ
ん
の
お
手
伝
い
で
、
葉
を
摘
ん
だ
り
、

運
ん
だ
り
と
大
活
躍
で
す
。 

じ
ゃ
が
い
も
の
発
芽
は
、
よ
う
や
く
認
識
で
き
る
数
セ
ン

チ
程
の
数
株
が
あ
る
程
度
。
こ
ぼ
れ
種
芋
か
ら
発
芽
し
た

草
丈
十
セ
ン
チ
程
に
生
育
し
て
い
る
も
の
に
は
、
テ
ン
ト
ウ

ム
シ
ダ
マ
シ
が
つ
き
は
じ
め
て
、
葉
の
裏
に
地
図
を
か
き
始

め
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
十
時
過
ぎ
、
一
応
全
面

の
除
草
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

こ
の
後
に
、
竹
の
子
堀
体
験
を
し
ま
し
た
。
一
般
参
加

の
方
に
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
五
歳
の
子
ど
も
は
、
竹
の

子
堀
の
最
後
の
一
鍬
の
と
き
に
『
歯
み
た
い
』
と
表
現
し
ま

し
た
。
竹
の
子
の
腰
の
や
さ
し
く
曲
が
っ
た
姿
で
し
た
。
全

く
お
っ
し
ゃ
る
通
り
。
新
鮮
な
と
き
の
美
味
し
い
食
べ
方
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
収
穫
を
得
た
半
日
で
し
た
。
次
回
は
五

月
十
七
日
。
じ
ゃ
が
い
も
の
芽
欠
き
と
さ
つ
ま
い
も
の
苗
を

植
え
ま
す
。
そ
の
日
は
男
爵
・
メ
イ
ク
イ
ン
・
キ
タ
ア
カ
リ
・

ア
ン
デ
ス
レ
ッ
ド
の
各
種
の
葉
っ
ぱ
の
特
徴
な
ど
の
見
分
け

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。 

 

牛
久
自
然
観
察
の
森
報
告 

斉
藤 

孝 

 

結
束
町
み
ど
り
の
保
全
区
エ
コ
ア
ッ
プ 

作
戦
活
動
報
告 

 
 
 

斉
藤 

孝 

 

じ
ゃ
が
い
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告 

本
多 

昭
子 

うしく里山の会広報誌 さとやま               四面 



 

キンラン 08.5.10 
下根ヶ丘団地北東 

雑木林内 

    

第
一
回
植
物
観
察
会
「
林
地
の
植
物
」
を
見
る 

 

五
月
十
日
（
第
二
土
曜
日
）
今
年
度
第
一
回
植
物
観
察

会
で
す
。
参
加
者
は
八
名
。
観
察
場
所
は
、
下
根
町
の
雑

木
林
と
牛
久
自
然
観
察
の
森
内
コ
ジ
ュ
ケ
イ
の
林
で
す
。
当

日
は
朝
か
ら
雨
模
様
で
し
た
が
、
活
動
中
は
曇
り
空
と
な

り
ま
し
た
。
九
時
過
ぎ
牛
久
自
然
観
察
の
森
駐
車
場
を
車

二
台
に
分
乗
し
て
出
発
。
下
根
町
の
雑
木
林
の
中
で
渡
辺

泰
さ
ん
指
導
の
下
、
植
物
観
察
の
活
動
開
始
と
な
り
ま
し

た
。
ま
ず
、
雑
木
林
の
中
で
一
際
目
立
つ
花
を
付
け
た 

 
 
 

植
物
に
出
会
い
ま
し
た
。
一
つ
は
、
キ
ン
ラ
ン
で
す
。
花
弁

三
枚
、
ガ
ク
片
三
枚
が
黄
金
色
に
輝
い
て
い
ま
す
。
次
は
、

ギ
ン
ラ
ン
で
す
。
白
銀
色
の
小
さ
な
花
が
目
に
付
き
ま
す
。

更
に
サ
サ
バ
ギ
ン
ラ
ン
も
確
認
、
一
度
に
三
種
類
の
ラ
ン
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
フ
タ
リ
シ

ズ
カ
が
白
い
小
さ
な
花
を
つ
け
、
葉
二
枚
が
対
生
し
段
々

に
付
け
て
い
ま
す
。
ハ
バ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
が
自
生
し
て
い
ま
す
。

牛
久
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
「
絶
滅
危
惧
１
Ｂ
類
」

に
区
分
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
種
類
で
す
。
枝
葉
の
上
に
白
い

綿
状
の
花
を
見
付
け
ま
し
た
。
サ
ワ
フ
タ
ギ
で
す
。
や
が
て

瑠
璃
色
の
実
と
な
る
で
し
ょ
う
。
コ
ナ
ラ
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
の

実
生
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
ガ
マ
ズ
ミ
も
あ
り
ま
す
。
小
さ

い
黄
色
い
花
を
付
け
、
葉
が
馬
の
蹄
に
似
て
い
る
ウ
マ
ノ
ア

シ
ガ
タ
が
有
り
ま
し
た
。
コ
マ
ユ
ミ
が
黄
色
い
小
さ
な
花
を

一
対
に
し
て
咲
い
て
い
ま
す
。
ま
た
ま
た
貴
重
な
確
認
を
し

ま
し
た
。
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
で
す
。
牛
久
で
は
珍
し
く
牛
久
版

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
「
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
」。 

下
根
町
観
察
の
後
、
次
の
観
察
場
所
へ
移
動
。
牛
久
自

然
観
察
の
森
の
コ
ジ
ュ
ケ
イ
の
林
で
す
。
観
察
場
所
は
、
東

側
五
十
メ
ー
ト
ル
幅
の
範
囲
と
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
サ
ワ

フ
タ
ギ
の
花
が
満
開
で
し
た
。
ス
ミ
レ
を
何
種
類
も
確
認
し

ま
し
た
。
花
は
終
わ
り
、
葉
が
大
き
く
成
長
し
た
り
、
茎

を
長
く
立
ち
上
げ
た
り
、
果
実
を
付
け
て
い
た
り
、
果
実

が
弾
け
て
種
子
が
見
え
て
い
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
状
態
で

生
育
し
て
い
ま
す
。
ア
マ
ド
コ
ロ
で
す
。
茎
は
や
や
弓
の
よ

う
に
曲
が
り
白
色
で
先
が
緑
色
の
筒
状
の
花
を
一
列
に
下

向
き
に
六
個
程
つ
け
て
い
ま
す
。
薬
の
な
い
時
代
に
血
を
止

め
る
の
に
使
っ
た
と
い
う
ヤ
マ
チ
ド
メ
が
有
り
ま
し
た
。 

今
回
の
観
察
会
で
は
下
根
町
で
七
十
種
、
コ
ジ
ュ
ケ
イ
の

林
で
九
十
種
近
く
の
樹
木
・
野
草
を
確
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
種
類
と
発
生
量
を
記
録
し
ま
し
た
。 

次
回
活
動
は
六
月
十
四
日
（
土
）
九
時
〜
十
二
時
三
十
分
。 

第
二
回
植
物
ガ
イ
ド
・
結
束
地
区
「
初
夏
の
植
物
」。 

集
合
場
所
と
時
刻 

観
察
の
森
駐
車
場
、
午
前
九
時 

 

申
込
み
・
問
合
せ
先 

029-873-6246

（
平
塚
） 

 

 

 

 

                           

 
 

 

里
山
自
然
観
察
隊
活
動
報
告 

石
川 

満
夫 

 

 

グ
ミ
科
の
落
葉
小
高
木
。
グ
ミ
の
な
か

で
果
実
が
大
き
く
、
食
べ
て
美
味
し
い
種

類
で
す
。
グ
ミ
類
は
葉
・
花
・
果
実
に
白

色
か
ら
褐
色
の
鱗
片
状
や
星
状
の
毛
が
あ

り
、
枝
は
刺
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
牛
久
市
内
に
は
ア
キ
グ
ミ
や
ナ
ツ
グ

ミ
が
あ
り
ま
す
が
、
ナ
ツ
グ
ミ
は
写
真
の

よ
う
に
細
長
い
果
柄
が
長
さ1.5cm

ほ
ど

に
伸
び
、
だ
円
形
の
果
実
を
垂
ら
し
ま
す
。

観
察
の
森
の
観
察
舎
入
口
の
オ
オ
グ
ミ
は

ナ
ツ
グ
ミ
の
変
種
で
す
。「
茨
城
植
物
誌
」 

に
は
県
内
で
は
ア
キ
グ
ミ
の
方
が
普
通
で
、
ナ
ツ
グ
ミ

は
や
や
少
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
牛
久
市
で
は
ナ

ツ
グ
ミ
の
方
が
多
く
、
雑
木
林
や
林
縁
な
ど
に
生
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
旧
家
の
屋
敷
な
ど
に
古
木
が
見
ら
れ

ま
す
。
昔
は
子
供
た
ち
が
よ
く
食
べ
た
も
の
で
す
。 

観
察
の
森
前
の
道
路
の
植
込
み
な
ど
で
今
、
果
実
を 

つ
け
て
い
る
の
は
庭
木
の
ナ
ワ
シ
ロ
グ
ミ
で
す
。
な
お

筑
波
山
な
ど
に
あ
る
ツ
ル
グ
ミ
は
牛
久
市
で
は
「
絶
滅

危
惧
Ⅱ
類
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
渡
辺
泰
） 

          

前
号
「N

o
.1
3

チ
ャ
ン
チ
ン
」
の
記
事
の
訂
正
：
得
月
院
以
外
の
チ
ャ
ン
チ

ン
の
栽
植
箇
所
を
確
認
し
ま
し
た
の
で
、「
牛
久
市
で
は
得
月
院
の
も
の
が 

唯
一
で
す
。」
を
削
除
く
だ
さ
い
。 

 

今月の古木・希少木 

No.14 ナツグミ 

果実 05.6.12 
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五
月
の
炭
焼
き 

 

炭
焼
き
は
冬
場
の
作
業
で
す
。当
然
、夏
場
は
暑
く
て
、

や
る
気
に
な
り
ま
せ
ん
。
五
月
の
連
休
を
利
用
し
て
の
炭

焼
き
は
、
今
年
の
冬
の
シ
ー
ズ
ン
前
最
後
の
炭
焼
き
と
な

り
ま
す
。
長
期
間
、
炭
窯
の
中
を
空
に
し
て
お
く
と
、
湿

気
が
た
ま
っ
て
し
ま
い
窯
に
悪
い
影
響
を
与
え
ま
す
。 

そ
こ
で
、
炭
焼
き
後
に
、
炭
を
出
さ
ず
に
十
月
の
シ
ー

ズ
ン
ま
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
置
く
わ
け
で
す
が
、
今
回
、

窯
を
開
け
て
み
て
、
ガ
ッ
カ
リ
し
ま
し
た
。
実
は
、
一
月
と

三
月
に
行
っ
た
炭
焼
き
で
、
二
回
と
も
失
敗
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
一
月
に
竹
炭
を
焼
い
て
、
三
月
に
窯
を
開
け
ま
し

た
が
、
半
分
以
上
が
灰
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
竹
炭
を
全
て

出
し
て
分
か
っ
た
の

で
す
が
、
窯
の
天
井

に
小
さ
な
穴
が
開
い

て
い
て
そ
こ
か
ら
空

気
が
入
っ
て
い
た
た

め
、
灰
に
な
る
ま
で

燃
え
て
し
ま
っ
た
事

が
原
因
で
し
た
。 

 
 

そ
こ
で
窯
を
補
修

し
て
、
大
丈
夫
と
思

っ
て
挑
ん
だ
の
が
三

月
の
木
炭
で
し
た
。

恥
ず
か
し
い
の
で
す

が
写
真
を
つ
け
ま
し
た
。
ご
覧
の
通
り
、
生
焼
け
で
す
。

二
回
連
続
の
失
敗
。 

最
近
で
は
非
常
に
珍
し
い
事
で
す
。
こ
れ
も
木
炭
を
窯
か

ら
出
し
て
分
か
っ
た
の
は
、
偶
然
に
煙
突
サ
イ
ズ
に
ぴ
っ
た

り
の
木
が
は
ま
っ
て
い
た
の
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
木
は
炭

に
な
る
過
程
で
縮
み
ま
す
が
、
炭
に
な
っ
て
ぴ
っ
た
り
は
ま

っ
て
い
た
の
で
、
途
中
で
入
り
込
ん
だ
と
し
か
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
も
う
ひ
と
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
最
近
、
火
入
れ
の

前
日
に
は
、
炭
出
し
と
炭
材
詰
め
を
済
ま
し
て
お
い
て
、

炭
焼
き
の
初
日
、
九
時
に
は
火
を
入
れ
る
よ
う
に
段
取
り

を
変
え
た
こ
と
で
す
。
観
察
の
森
で
は
、
夜
間
に
炭
焼
き

を
続
け
る
訳
に
は
行
き
ま
せ
ん
の
で
、
温
度
を
下
げ
な
い

為
に
、
夜
間
用
に
大
き
な
薪
を
置
い
て
、
回
り
を
囲
い
帰

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
結
構
温
度
が
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
ど
う
も
温
度
変
化
の
サ
イ
ク
ル
が
変
わ
っ
た
た
め
、
勝

手
が
違
っ
た
の
が
原

因
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
半
生
の
炭

は
、
再
度
窯
に
入
れ

ま
し
た
。
今
度
は
完

全
な
炭
と
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
炭

焼
き
の
間
は
、
結
構

他
の
作
業
も
出
来

る
の
で
、
コ
ジ
ュ
ケ

イ
の
林
と
、
梅
林
の

下
草
刈
り
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、

結
局
ず
っ
と
雨
で
し
た
。 

外
の
作
業
が
出
来
な
い
の
で
、
壊
れ
か
け
て
い
た
窯
の
土

留
め
の
修
理
を
行
い
ま
し
た
。
檜
を
使
っ
て
作
り
ま
し
た
の

で
、
か
な
り
長
く
持
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
炭
小
屋
の
前
を

通
る
と
き
は
、
覗
い
て
行
っ
て
下
さ
い
。
も
し
か
し
た
ら
、

檜
の
良
い
匂
い
が
す
る
か
も
・
・
・
・
。 

 
   

地
元
の
方
々
と
の
共
同
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

日 

時
：
七
月
六
日
（
日
）
八
時
〜
十
二
時 

内 

容
：
水
田
，
農
道
周
り
の
草
刈
り
作
業 

集 

合
：
成
井
公
会
堂
八
時
前
に
は
集
合
願
い
ま
す 

持
ち
物
：
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
（
長
袖
・
手
袋
） 

そ
の
他
：
お
弁
当
と
お
茶
を
用
意
し
ま
す
。 

              

 

雑
木
林
応
援
隊
活
動
報
告 

雨
宮 

廣
之 

 

 

 

南
部
の
自
然
を
守
る
会
お
知
ら
せ 

阿
部 

幸
浩 

 

 農道の草刈り作業 08.03.02 
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村の生活 

 
 
 

庚
申
塔
（
庚
申
塚
） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

牛
久
周
辺
を
歩
い
て
み
る
と
、
庚
申 

塔
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
道
ば
た
や
、 

集
会
所
の
片
隅
で
ひ
っ
そ
り
と
余
生
を 

送
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
こ 

の
庚
申
塔
を
守
る
人
た
ち
も
次
々
と
世 

代
交
代
し
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た 

庚
申
塔
の
世
話
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
て 

き
ま
し
た
。
行
わ
れ
て
い
て
も
儀
礼
的 

に
行
わ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
は
な
い 

か
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
通
り
す
が
り
の
人
た
ち
も
何 

も
気
を
止
め
ず
に
通
り
過
ぎ
、
路
傍
の
石
仏
と
な
っ
て
い 

ま
す
。 

こ
の
庚
申
塔
、
昔
は
村
の
生
活
に
と
っ
て
大
変
重
要
な 

位
置
づ
け
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
よ
う
に
医
学
の 

発
達
も
な
く
、
地
域
の
安
全
も
保
証
さ
れ
て
い
な
い
時
代 

に
は
神
や
仏
に
す
が
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。 

 
 

庚
申
信
仰
は
室
町
時
代
中
期
に
僧
侶
が
「
庚
申
縁
起
」 

 

と
い
う
道
教
（
中
国
の
伝
統
宗
教
）
の
思
想
に
仏
教
思
想 

 

を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
後 

 

に
日
本
の
庚
申
信
仰
の
基
礎
と
な
り
ま
し
た
。 

「
道
教
」
と
は
、
人
体
に
は
三
匹
の
虫
（
三
尸
・
さ
ん
し
）

が
宿
っ
て
い
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
虫
は
、
六
十
日
ご
と
に

く
る
庚
申
（
か
の
え
さ
る
）
の
日
の
夜
に
、
寝
入
っ
た
人
体

を
抜
け
出
し
、
天
帝
に
宿
主
の
罪
業
を
報
告
す
る
。
北
極

星
の
神
格
化
と
い
わ
れ
る
天
帝
は
、
報
告
に
基
づ
い
て
人
間

の
寿
命
を
差
し
引
く
。
宿
主
が
死
ね
ば
、
三
尸
は
鬼
に
な

れ
る
。
だ
か
ら
漏
れ
な
く
罪
を
報
告
し
て
、
宿
主
の
早
死

に
を
望
む
。
と
い
う
ち
ょ
っ
と
恐
ろ
し
い
よ
う
で
す
が
、
お

お
ら
か
な
日
本
人
は
こ
れ
を
日
本
式
に
ア
レ
ン
ジ
し
ま
し 

た
。 そ

れ
は
、
庚
申
の
夜
に
宿
主
が
寝
な
け
れ
ば
、
三
尸
は
人

体
を
抜
け
出
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
人
々
は
、
庚
申
の
晩
は
当

番
の
家
に
集
ま
り
、
お
し
ゃ
べ
り
や
勤
行
で
朝
を
迎
え
る
と
い

う
行
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
行
事
を
庶

民
は
「
庚
申
待
ち
」
と
呼
び
ま
し
た
。
三
尸
の
報
告
を
阻
止

す
る
こ
と
で
、
治
病
・
長
寿
を
得
る
と
い
う
趣
旨
で
す
。  

 

庚
申
待
ち
は
庶
民
信
仰
で
あ
り
な
が
ら
、
娯
楽
の
少
な
か

っ
た
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
大
き
な
楽
し
み
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
た
だ
、
庶
民
信
仰
と
は
い
え
、
あ
く
ま
で
も
信
仰
で
す

か
ら
、
個
人
個
人
が
身
勝
手
な
こ
と
は
慎
む
よ
う
に
と
、
庚

申
の
夜
は
男
女
同
衾
は
禁
忌
事
項
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

を
犯
し
て
子
ど
も
が
出
来
れ
ば
、
子
ど
も
は
ど
ろ
ぼ
う
に
な

る
と
さ
れ
、
個
人
プ
レ
ー
は
慎
み
、
当
番
の
家
で
皆
顔
を
合

わ
せ
た
と
言
う
こ
と
で
す
。 

 
 
 
 

（
坂 

弘
毅
） 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

     

    
 

  

    

第
四
回
通
常
総
会
が
、
五
月
十
八
日
十
時
〜
十
二
時 

牛
久
自
然
観
察
の
森
で
開
催
さ
れ
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

会
員
数
九
十
三
人
、
出
席
二
十
三
人
、
委
任
状
四
十
六
人 

で
総
会
は
成
立
。 

審
議
事
項 

第
一
号
議
案
は
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
報
告
に
つ
い
て
。

引
続
き
十
九
年
度
決
算
報
告
・
監
査
結
果
に
つ
い
て
。 

第
二
号
議
案
は
平
成
二
十
年
度
事
業
計
画
と
方
針
に
つ
い

て
。
ま
た
会
計
担
当
か
ら
収
支
予
算
に
つ
い
て
。 

第
三
号
議
案
は
理
事
会
で
決
定
し
た
平
成
二
十
一
年
度

か
ら
の
会
費
値
上
げ
に
関
す
る
説
明
に
関
し
て
。 

第
四
号
議
案
は
平
成
二
十
年
度
の
役
員
改
選
に
つ
い
て
。 

い
ず
れ
も
採
決
で
、
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

各
審
議
に
は
会
員
の
拡
大
や
一
般
市
民
へ
の
広
報
活
動
等

に
つ
い
て
建
設
的
な
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
、
臨
時
理
事
会
が
開
か
れ
、
新
役
員
の
互
選

に
よ
り
代
表
理
事
、
副
代
表
理
事
が
決
定
し
ま
し
た
。 

（
理
事
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
監
事
） 

阿
部 

幸
浩
（
副
代
表
） 

 
 

増
田 

勝
彦 

石
神 

良
三 

 
 
 
 
 
 
 

小
林 

久 

坂 

弘
毅
（
代
表
） 

斎
藤 

孝
（
副
代
表
） 

佐
藤 

輝
雄 

渡
辺 

泰 

午
後
に
は
「
結
束
と
江
戸
の
接
点
を
検
証
す
る
」
と
い
う 

テ
ー
マ
で
坂 

弘
毅
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

―――コラム――― 

 

結束町の青面金剛型庚申塔 05.12.23 

結束町の庚申塔は結束集会所脇にあり 

常にきちんと管理されていました。 

平
成
二
〇
年
度
通
常
総
会
報
告 

うしく里山の会広報誌 さとやま                七面 



                            
 

 

       

日 月 火 水 木 金 土 

１ 
○巨木リサーチ(受 

9:30 市役所玄関 

 

２ 休園日 
○アヤメ園（受） 

8:00 アヤメ園 

３ 
○雑木林応援隊（畑） 

9:30 畑 

４ 

 

５ 
○アヤメ園（受） 

8:00 アヤメ園 

６ 

 

７ 
○じゃがいも 

9:00 梅林畑 

８ 
○雑木林応援隊 

9:00 ムジナ 

 

９ 休園日 
○アヤメ園（受） 

8:00 アヤメ園 

１０ 
○雑木林応援隊（畑） 

9:30 畑 

１１ 

 

１２ 
○アヤメ園（受） 

8:00 アヤメ園 

１３ 

 

１４ 
○里山自然観察隊 

9:00 森 P 
○エコアップ作戦 

1:00ＮＣ 

●会報原稿〆切り 

１５ 
○運営委員会 9:00NC 

○理事会 11:00NC 

○エコアップ 1:00NC 

 

１６ 休園日 
○アヤメ園（受） 

8:00 アヤメ園 

１７ 
○雑木林応援隊（畑） 

9:30 畑 

１８ 

 

１９ 
○アヤメ園（受） 

8:00 アヤメ園 

２０ 

 

２１ 

○じゃがいも 

9:00 梅林畑 

２２ 
○雑木林応援隊 
9:00 炭小屋 

 

２３ 休園日 
○アヤメ園（受） 
8:00 アヤメ園 

２４ 休園日 
○雑木林応援隊（畑） 
9:30 畑 

２５ 
○会報発送 
1:00ＮＣ 

２６ 
○アヤメ園（受） 
8:00 アヤメ園 

２７ 

 

２８ 
○巨木リサーチ（受 
8:30 得月院Ｐ 

２９ 
○さとやまセミナー 

10:00NC 

 

３０ 休園日 
○アヤメ園（受） 

8:00 アヤメ園 

     

編
集
後
記 

森
の
木
々
も
野
草
も
、
そ
し
て
田
ん
ぼ
も
緑
一

色
に
な
っ
て
眼
も
心
も
安
ら
ぐ
一
番
い
い
季
節
を

迎
え
ま
し
た
。
昔
は
農
家
の
近
所
ど
う
し
が
お
互

い
に
助
け
合
い
、
多
い
と
き
に
は
十
人
く
ら
い
が
一

列
に
な
っ
て
、
二
日
も
三
日
も
か
か
っ
て
苗
を
植
え

込
ん
だ
も
の
で
す
が
、
今
は
機
械
で
一
日
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
時
代
で
す
。 

第
四
回
通
常
総
会
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
無
事

終
了
し
、
い
よ
い
よ
新
年
度
の
活
動
に
入
り
ま
し

た
。 

 

茨
城
県
で
は
「
ア
ツ
ミ
ゲ
シ
」
が
見
つ
か
っ
て
ニ

ュ
ー
ス
等
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ケ
シ
は
地
中

海
沿
岸
の
帰
化
植
物
で
、
日
本
で
は
最
初
に
愛
知

県
の
渥
美
半
島
で
見
つ
か
っ
た
た
め「
ア
ツ
ミ
ゲ
シ
」

の
名
前
が
つ
い
た
そ
う
で
す
。
栽
培
禁
止
の
ケ
シ
の

一
番
の
見
分
け
方
は
、
葉
の
付
け
根
が
茎
を
巻
き

込
む
よ
う
な
形
で
つ
い
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
そ

の
他
に
「
ボ
タ
ン
ゲ
シ
」「
ハ
カ
マ
オ
ニ
ゲ
シ
」
が
あ

り
何
れ
も
、｢

あ
へ
ん
法｣

「
麻
薬
及
び
向
精
神
薬

取
締
法
」
に
よ
っ
て
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で

注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

今
年
度
の
「
さ
と
や
ま
」
の
編
集
委
員
に
な
り

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
に
楽
し
く
読
ん
で
貰
え
る
広
報

紙
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
記 

佐
藤 

輝
雄
） 

広報委員会からのお知らせ 

 次号 7月号の印刷発送は6月 25日（水）午後 1時からです。お手伝いいただける方はネイチャーセ

ンターまでお越しください。よろしくお願いいたします。 

会報さとやま ２ ０ ０ ８ 年６ 月号（発行・Ｎ Ｐ Ｏ法人うしく里山の会） 

事務局 ３ ０ ０ －１ ２ １ ２  茨城県牛久市結束町４ ８ ９ －１ （牛久自然観察の森内）電話029-874-6600 

うしく里山の会広報誌 さとやま                八面 

6 月の里山カレンダー 

＊活動日は都合により変更になる場合がありますので、最新情報はホームページでご確認ください。 

凡例   森：観察の森  ＮＣ：ネイチャーセンター Ｐ：駐車場  炭小屋：観察の森梅林奥の炭小屋 畑：観察の森梅林奥の畑  
コジュケイ：観察の森コジュケイの林  観察舎畑：観察の森観察舎前の畑  ムジナ：結束町の雑木林 市役所：市役所本庁舎  

アヤメ園：三日月橋観光アヤメ園  （受）：受託事業  休園日：観察の森休園日 


